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Abstract 

	 A Cross-sectional research using some silent reproductive immediate images 
based on color and shape suggested that as for the color there are relatively many 
cases are recognized before what the thing is, and they pay attention to an 
approximate shape from early stage but their judgment was depended on their 
taste. So they had to wait after middle grade of kindergarten that they can use the 
knowledge of how to eat or knowledge of the size.  

	 This research is examined on infant’s recognition about the spherical 
vegetables and fruits that was based on size, section plane, visual features, tactile 
features, taste features, menu used as a food ingredient, knowledge about the 
season time, and color.  

	 As a relust, it was suggested that the method of indentifying objects of the 
same type shape differs depending on the object. It so also speculated that color 
and size are important criteria when indentifying objects of the same type shape. 
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1. はじめに	

	 前段階の調査として,「形が既に与えられて

いるぬり絵に色をぬる行為は自らの内在化し

た心像を外在化して描画像を完成させる行為

であり仕上げたとされるぬり絵はその者の内

在化した心像の再生と言えるのではないか」

との視点から幼児の静物に対する認識につい

ての横断的な調査（牛久,2016）を行った.対

象は年少児から小学１年児であった.その結

果,1)それが何であるかを認識する前にその

ものの色を認識している場合が比較的多いこ

と,2)おおよその形状には早期から注目して

いてもそれが何であるかを判断するには本人

の嗜好に依るところが大きいこと,3)食べ方

についての知識や大きさについての知識など

を駆使する・おおよその形状ばかりではなく

さらに踏み込んで観察して詳細な形状に注意

を向けるなどの行為に基づいてそれが何であ

るかを正確に判断できるようになるのは年中

児以降であること,が示唆された.	

そこで球状の果物や野菜が識別されていく過

程において五感から得られる情報はどのよう

な関わりがあるのかについて確認したいと考

えた.なお,本研究における「識別」とは「こ

れは何である」と答えることができることで

あると定義する.	

2. 調査	

2-1.目的	

	 球体の野菜や果物がどのように認識されて

いくのか,年少児から小学１年児までの 4 学

齢において調査する.	

2-2.方法	

2-2-1.対象	

	 2017 年 4 月 1 日時点で満 3 歳児（学齢年少

児）から満 6 歳児（学齢小学１年児）の 4 学

齢男女各 15 名合計 120 名(平均月齢 61.85 ヶ

月,標準偏差 13.92)を対象とした.	

2-2-2.期間と場所	

2017 年 6 月 1 日（木）から 2017 年 6 月 26 日

（月）まで都内保育園・幼稚園・児童館の蛍

光灯下において行った.	

2-2-3.刺激	

1)  球状の野菜及び果物の選択	

	 ミニトマト・りんご・さくらんぼ・みかん・

グレープフルーツ・レモン・玉ねぎ・キャベ

ツ・男爵イモを選択した.選択の基準は,前調

査で識別が困難であった赤い球状の野菜及び

果物から前調査の回答結果を元にミニトマト

りんご・さくらんぼの 3 種類を選択し,それら

に加えて幼児にも親しみのある球状の柑橘類

からみかん・グレープフルーツ・レモンの 3

種類,家庭の常用野菜から球状の野菜である

玉ねぎ・キャベツ・男爵イモの 3 種類を選択

して計 9 種類とした.	

2)線画刺激	

	 パソコンソフトの Illustrator を用いて 1

辺１0 ㎝四方の正方形の用紙に中心位置を揃

えて半径 5 ㎝の円内に入るように同じ描き手

によって球状の野菜及び果物の黒の線画を作

成して使用した.図１に示す.	
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図 1	 球場の野菜と果物の線画刺激	

知識を確認する描画として一つに上下に縦方

向に向けて切断した際の描画を用意した.図2

に示す.	

	

図 2	 縦断した場合の切断面の線画刺激	

切断面の描画を取り入れた理由として,多く

の保育園や子ども園において１歳児以上に野

菜や果物を包丁で切る作業を再現させるまま

ごと道具が取り入れられていることがある.

ままごと道具の野菜や果物には切断面に簡易

な切断図が描かれており,球状の野菜や果物

の切断面の様子は身近に触れていると言うこ

とができる.そこで球状の野菜や果物の切断

面をどの程度に認識できている段階であるの

かを確認することを目的とする.	

加えて,各野菜と果物の食べ方の描画を取り

入れた.図 3 に示す.	

	

図 3	 食べ方（献立）の線画刺激	

各野菜と果物の食べ方の一例についての描画

を取り入れたのは素材と献立の一致によって

食物としての野菜と果物の理解をはかる目的

である.	

3)色刺激	 	

	 前調査同様にサクラクレパスふとまき 16

色を用いた.本調査では2017年 3月 6日（土）

から 21 日（日）の期間に中学生以上男女各

15 名計 30 名（平均年齢 29.94 歳,標準偏差

14.08）を対象に事前調査を行い,9 品目に適

切な色を前調査と同様の手法で設定した.設

定した適切な色を表 1 に示す.	

表１	球状の野菜および果物に適切な色	
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混色を行なっていた場合においては,混色後

の色及び混色した複数色について確認をす

る.	

4)言葉刺激	

	 2017 年 3 月 6 日（土）から 21 日（日）の

期間に適切な色を設定した事前調査に参加し

ていない中学生以上男女各 15 名計 30 名（平

均年齢 30.73 歳,標準偏差 15.48）を対象に事

前調査を行い,さらに市販されている乳幼児

を対象とした絵本における果物や野菜につい

ての表現をも参考に協議して触覚・視覚・味

覚・嗅覚・聴覚の代替えとしての知識情報の

5 分野から各球状の野菜及び果物を想起させ

る言葉刺激を決定した.さわった印象（＝触覚）

に基づく言葉刺激を表 2 に示す.	

表 2 さわった印象（＝触覚）に基づく言葉刺激	

	

手で触れたり押したり掴んだりした結果から

得られた印象が得られた.	

見た印象（＝視覚）に基づく言葉刺激を表 3

に示す.	

表 3 見た印象（＝視覚）に基づく言葉刺激	

	

	

大きさや形についての情報も含まれ線画刺激

と重複している部分もあるが,視覚からの理

解と言葉による理解の別が確認できるため敢

えて削除せずに残した.	

食べた印象（＝味覚）に基づく言葉刺激を表

4 に示す.	

表 4 食べた印象（＝味覚）に基づく言葉刺激	

	

果物については甘いと酸っぱいについての段

階評価を取り入れることも検討したが,野菜

においてはどちらの味覚にも当てはまらない

ため果物それぞれの甘さや酸っぱさを言葉で

できる限り表現することを試みた.	

嗅いだ感じ（＝嗅覚）に基づく言葉刺激は香

りを言葉で表現することは困難であると判断

し,香りの有無を確認し,香りがあるとした場

合にはさらにその香りをかぎわけられるか否

かを確認することにした.	

旬の季節についての知識確認（＝聴覚の代替）

に基づく言葉刺激を表 5 に示す.	
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表 5.旬の季節についての知識（聴覚の代替え）	

に基づく言葉刺激	

	

野菜や果物の季節感は年代によって大きく異

なっており,より若い年代において個々の野

菜や果物に季節感を持たない割合が増加する

傾向が見て取れた.言葉刺激は季節感が一定

でないことを示せる表現にした.	

これら言葉刺激は調査協力先の保育士・幼稚

園教諭・学童指導員に言葉の難度を確認して

より理解を促せる言葉への変換を行なってあ

る.	

4)分析時の大きさの判定基準	

	 色刺激及び言葉刺激の選択のための事前調

査時に調査協力者に 9 品を１つずつ購入した

のち各自で縦の周長・横の周長・斜めの周長

を計測することを依頼し,合計周長で算出し

た結果に基づき大きさの順番を決定した.大

きい順にキャベツ・グレープフルーツ・りん

ご・玉ねぎ・レモン・みかん・男爵イモ・ミ

ニトマト・さくらんぼ,となった.	

2-2-4.手続き	

	 まず球状の野菜及び果物の線画刺激を見て

色をぬる.	

次に切断面の線画刺激及び食べる際の姿を描

いた線画刺激から適切な線画を選択し,言語

刺激から当てはまる言葉を選択する.	

さらに 9 枚の線画を大きい順に並べる.最後

にそれが何であるかを答える.	

3.結果	

3-1.ぬった色	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果,9品す

べてにおいて 0.001％水準で有意差が認めら

れた.	

3-2.切断面の描画選択結果	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果,りん

ごとみかんは 0.001％水準で,ミニトマトは

0.1%水準で,キャベツと男爵イモは5％水準で

有意差が認められた.	

3-3.献立の線画選択結果	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果,みか

んを除く 8 品が 0.001%水準で,みかんは 0.1%

水準で有意差が認められた.	

3-4.大きさの判断結果	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果0.001%

水準で有意差が認められた.	

3-5.触覚に基づく言葉刺激選択結果	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果,玉ね	

ぎ・男爵イモ・レモンは 0.001%水準で,ミニ

トマト・りんご・さくらんぼ・キャベツは0.01%

水準で有意差が認められた.	

3-6.味覚に基づく言葉刺激選択結果	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果,ミニ

トマト・りんご・さくらんぼ・玉ねぎ・キャ

ベツ・男爵イモ・グレーフプルーツは 0.001%

基準で,みかん・レモンは 0.01%水準で有意差

が認められた.	

3-7.視覚に基づく言葉刺激選択結果	

ミニトマト・さくらんぼ・玉ねぎ・キャベツ・

男爵イモ・レモンは 0.001%水準で,りんご・

みかん・グレープフルーツは 0.1%水準で有意

差が認められた.	
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3-8.嗅覚に基づく言葉刺激選択結果	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果,ミニ

トマト・男爵イモは 0.001%水準で,グレープ

フルーツは 0.1%水準で有意差が認められた.	

3-9.旬の季節についての言葉刺激選択結果	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果,ミニ

トマト・りんご・さくらんぼ・男爵イモ・み

かんは 0.001%水準で,玉ねぎ・キャベツ・グ

レープフルーツ・レモンは 0.1%水準で有意差

が認められた.	

3-10.名称回答結果	

	 学齢を一要因とした分散分析の結果,	9 品

すべてにおいて 0.001％水準で有意差が認め

られた.	

3-11.重回帰分析結果	

識別できる基準である「これは何であると言

える」に至るにはどのような項目が作用する

のかを知るために,名称を目的変数として重

回帰分析を行った.	

3-11-1.ミニトマトの重回帰分析結果	

	 決定係数は R2=.55,F(9,110)=14.86 であり

p＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス

図を図 4 に示す.	

	

図 4	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（ミニトマト）	

3-11-2.りんごの重回帰分析結果	

	 決定係数はR2=.52,F(9,110)=17.68でありp

＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス図

を図 5 に示す.	

	

図 5	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（りんご）	

3-11-3.さくらんぼの重回帰分析結果	

	 決定係数はR2=.59,F(9,110)=17.68でありp

＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス図

を図 6 に示す.	

	

図 6	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（さくらんぼ）	

3-11-4.玉ねぎの重回帰分析結果	

	 決定係数はR2=.66,F(9,110)=23.42でありp

＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス図

を図 7 に示す.	

	

図 7	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（玉ねぎ）	

3-11-5.キャベツの重回帰分析結果	

	 決定係数はR2=.59,F(9,110)=17.64でありp

＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス図
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を図 8 に示す.	

	

図 8	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（キャベツ）	

3-11-6.男爵イモの重回帰分析結果	

	 決定係数はR2=.61,F(9,110)=19.05でありp

＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス図

を図 9 に示す.	

	

図 9	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（玉ねぎ）	

3-11-7.みかんの重回帰分析結果	

	 決定係数は R2=.80,F(9,110)=8.48 であり p

＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス図

を図 10 に示す.	

	

図 10	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（みかん）	

3-11-8.グレープフルーツの重回帰分析結果	

	 決定係数はR2=.58,F(9,110)=16.89でありp

＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス図

を図 11 に示す.	

	

図 11	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（グレープフルーツ）	

3-11-9.レモンの重回帰分析結果	

	 決定係数はR2=.51,F(9,110)=12.59でありp

＜0.001 と 0.01%水準で有意であった.パス図

を図 12 に示す.	

	

図 12	 名称を目的変数とした重回帰分析結果（レモン）	

3. 結論	

	 同種の形状の対象について識別する手立て

は対象によって異なることが示唆された.だ

が,9品のうち男爵イモを除く 8品に置いて識

別の手段として色が用いられており,さらに7

品において色と大きさに相関関係が見られる

ことから同種の形状の対象を識別する際には

色と大きさが重要な判断基準になると推測さ

れる.	

4. 今後の展望	

	 本研究において静物を識別する上で色は重

要な識別手段であることが確認された.そこ

でぬり絵をその者の内在化した心像の再生と

して考えるにあたり描画技術の発達との兼ね

合いを改めて検討した上で,さらに学齢を下

って乳児において静物が色と形によってどの
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ように識別されているかを検討していく.	
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